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言葉にして伝えること 

文章力講座非常勤講師 

 菅沼 健 

 

今年２月から、NHKBS で放映されたドラマ「舟を編む」（全 10 回）。2013 年に映

画化されたものを見たことがあり、良い映画だったという記憶から、視聴しました。 

 NHK の HP には、次のようなドラマの紹介がありました。 

「『ヤバい』に無数の意味を持たせ、込み入った会話は簡略化。空気を読み、雰囲気で

済ませてしまいがちな昨今。そんな時代だからこそ、言葉にこだわる辞書作りの魅力

を通し、”言葉は誰かを傷つけるためではなく、誰かを守り、誰かとつながるためにあ

る”という未来への希望を伝えたい。」 

 上記に「言葉は…誰かを守り、誰かとつながるためにある」とあります。ドラマの重

要な場面では「心に思っているだけでは、言葉はあなたの中だけで消えていってしま

う。言葉にして発して伝えることで、新しい何かが始まる」という、言葉への向き合い

方が印象的に描かれています。 

 私は文章力講座の担当として、学生たちに毎時間、文章を書く課題を与えています。

俳句短歌、詩、新聞記事、意見文、自由作文等、学習内容により課題はさまざまです。

短い時間に創作し、文章を書くことは大変なことで、避けて通りたいものです。しか

し、学生たちは真剣に課題に取り組み、そして、それを読むことが担当者のやりがいと

なっています。 

 短歌の授業で生まれた学生の短歌の一部を紹介します。 

  ・院長の 熱い指導に 胸打たれ よい衛生士へと 燃えるたましい  

  ・知識なく 不安に過ごす 毎日が 今と昔とで 違う感覚    

  ・乗り越えて 最後の高台 国家試験 今までの学びを 必ず生かす   

  ・ありがとう その一言で 自信つく 患者さんからの その一言で   

  ・二十歳 失敗と成長 繰り返し すべての人に 感謝する日々 （実習で)   

・だんだんと 歯周病近づく 高齢者 守ってみせるよ 歯科衛生士   

学生の思っていることが、「書く」ことを通して言葉として伝わる形になっています。

歯科衛生士を真剣に目指す学生だからこそ創作できた短歌たちです。こんな言葉を発

してくれる学生たちを「守り、つながりたい」と思わずにはいられません。 

ＭＤＨＣだより ＮＯ．１０７ 

三河歯科衛生専門学校 
Ｒ６．７．２６ 

 



１．桜井幼稚園臨地実習 

昨年度から媒体作成やリハーサルを行

い、７月 1 日から５日間に分けて集団歯

科保健指導を行いました。 

 
１）臨地実習の感想 ～抜粋～ 

『文字を少なく絵を多くして、分かりや

すく興味を持ってもらえるように工夫し

た。「これなんだ⁉」と問いかけ、飽きさせ

ないような雰囲気を心掛けた。』『歯磨き

指導では「前歯」ではなく「うさぎの歯」

と言葉を変えて、幼児でも分かりやすい

ように工夫した。』 

２．３期臨床実習まとめから 

１）臨床実習の感想 ～抜粋～ 

 『PCR のチェックに時間がかかったり、

アプローチの仕方に言葉が詰まってしま

った。実際に行ってみると思うようにで

きなかった。』『実習帳に間違いがあれば

訂正、捕足があれば書き足してくださり、

自分に足らない知識が明確になった。実

習目標が具体的になり、より集中して実

習を行うことができた。』『焦って空回り

した質問をしても、分からない事・知り

たい事をすぐに質問できる環境があった

ことで、疑問を後回しにすることなく理

解を深めることができた。』 

２）臨床実習自己評価(３年生・２６回生) 

『基本的事項に関する評価』 

①社会人としての基本姿勢（７項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 55.2％ 56.8％ 52.9％ 

できた 34.7％ 35.9％ 39.7％ 

あと少し 7.7％ 6.9％ 5.8％ 

できなかった 1.2％ 0.4％ 1.5％ 

 ②患者理解（２項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 59.5％ 64.9％ 56.8％ 

できた 27.0％ 31.1％ 36.5％ 

あと少し 13.5％ 4.1％ 6.8％ 

できなかった 0.0％ 0.0％ 0.0％ 

③学習姿勢（６項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 33.9％ 38.3％ 37.4％ 

できた 40.7％ 42.8％ 41.9％ 

あと少し 23.1％ 17.1％ 16.2％ 

できなかった 2.3％ 1.8％ 4.1％ 

『実習帳に関する評価』（５項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 32.4％ 43.8％ 41.1％ 

できた 44.3％ 41.0％ 47.0％ 

あと少し 19.4％ 15.1％ 10.3％ 

できなかった 3.8％ 0.0 1.1％ 

『歯科診療補助に関する評価』（１３項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 

よくできた 24.4.％ 30.5％ 29.9％ 

できた 38.3％ 42.4％ 42.8％ 

あと少し 30.1％ 21.4％ 17.4％ 

できなかった 2.3％ 2.7％ 2.5％ 

実習していない 4.8％ 2.9％ 7.1％ 

３．主な行事予定 

・始業式 １・２年生 ９/ ２（月） 

      ３年生 ８/２６（月） 

・臨床式      １０/ ３（木） 

 


